
令和５年度「オオハンゴンソウ防除」～野幌森林公園～（協働）の記録
北海道ボランティア・レンジャー協議会

事 業 名 オオハンゴンソウ防除（道立自然公園野幌森林公園中央線沿線～折り返し）

開催日時 ２０２３（令和５）年６月２２日（木）１０：００－１２：００

天 候 晴れ（風爽やか） 最高気温２４．７℃ 最低気温１２．３℃

参加状況 総数３１人 焼却協力：江別市環境室廃棄物対策課

北海道森林管理局石狩地域森林ふれあい推進センター ６

〃 石狩森林管理署野幌森林事務所

野幌森林(もり)づくり熟 ９

内訳 北海道博物館総務部 １

野幌森林公園自然ふれあい交流館 １

北海道ボランティア・レンジャー協議会 １１

〃 行事案内による一般参加者 ３

防除作業 １ オオハンゴンソウと葉の形状が似通ったエゾヨモギやトリカブトなどと混同し
概 要 ないよう、事前に要所要所に”テープ”で目印を付け、作業の効率化を図った。

２ 抜き取ったオオハンゴンソウの根茎を効率よく回収するため、各自、ハサミや
カマなどを持参し作業に当たった。

３ 根は、ゴミ袋に回収（焼却処分）するとともに、時期的にまだ蕾を付ける前の
茎・葉は、軽トラックで回収し、園内の片隅に集約して堆肥化を図った。

感 想 等 ・ コロナ禍から、昨年度３年振りに再開した恒例の活動。参加者が、前年比１増
で、切り取った”根”の量も、江別市指定のゴミ袋で７袋とこちらも１増です。

・ 昨年度に続き、中央線の両脇を重点的に、園地内に防除範囲を一部拡大した。
・ 抜き取った後の根切りは、安全面からも「剪定ばさみ」がベター。次回に向け。

そ の 他 ・ 過去、防除したエリアで、靴底に付着して侵入したと思われる外来種（イワミツバ）

の繁茂が見られたことから、今年度も作業前に靴底の洗い流しの徹底を図った。

※この取り組みは、「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（平成

16年法律第78号）18条第２項の規定に基づく、北海道地方環境事務所長の認定事業である。

開会挨拶 春日会長、中澤センター長、島村総務部長 閉会時の記念写真 回収した「根」は、前年比１袋増

根切り作業 抜き取った状態 茎は、軽ダンプ６台 中央線でのオオハンゴンソウ抜き取り作業の模様

（記録：藤吉 功）


